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支
那
上
古
史
の
紀
年
に
就
い
て

飯
島
忠
夫

孟
子
に
あ
る
上
古
史
の
年
代
　
　
先
秦
の
古
書
の
中
で
、
堯
舜
以
来
の
年
代
を
伝
え
た
の
は
、
孟
子
を
主
要
の
も
の
と
す
る
。
戦

国
時
代
の
墳
墓
か
ら
出
た
と
称
せ
ら
れ
る
竹
書
紀
年
は
疑
問
の
書
で
あ
っ
て
、
其
上
後
世
の
　か

い
ざ
ん

改
攙　
が
あ
る
か
ら
拠
る
こ
と
が
出

来
な
い
。
孟
子
の
盡
心
下
篇
に
は
、

　由
二　
堯
　舜
一　
　至
二　
於
　
、
湯
一　
五
百
有
余
歳
。(
中略 )
　由
レ　
湯
　至
二　
於
文
　
、
王
一　
五
百
有
余
歳
。(

中略 )

　由
二　
文
　王
一　
　至
二　
於
孔
　
、
子
一　
五
百
有
余

歳
。(

中略 )

　由
二　
孔
　子
一　
而
来
、
　至
二　
於
　
、
今
一　
百
有
余
歳
。(

下略 )

と
あ
り
、
公
孫
丑
下
篇
に
は
、
孟
子
が
齊
を
去
る
時
に
、
充
虞
と
い
う
者
に
語
っ
た
言
葉
と
し
て
、

五
百
年
必
　有
二　
王
者
　
、
興
一　
其
間
必
　有
二　
　名
レ　
世
　
、
者
一　
　由
レ　
周
以
来
、
七
百
有
余
歳
矣
。(

下略 )

と
あ
る
。
孟
子
が
齊
を
去
っ
た
の
は
燕
が
齊
に
畔
い
た
後
で
、
恐
ら
く
は
其
の
年
の
中
の
こ
と
か
と
思
わ
れ
る
が
、
其
れ
は
、
史

記
に
拠
れ
ば
、
西
紀
前
三
一
二
年
に
当
っ
て
居
る
。
そ
れ
か
ら
七
百
余
年
を
溯
っ
た
と
こ
ろ
が
、
周
の
文
王
の
時
で
あ
り
、
又

そ
れ
か
ら
五
百
余
年
を
溯
れ
ば
、
殷
の
湯
王
の
時
で
あ
り
、
更
に
又
五
百
余
年
を
溯
れ
ば
堯
舜
の
時
と
な
る
の
で
あ
る
。
　し

か然　
る

と
き
は
、
西
紀
前
三
一
二
年
か
ら
一
千
七
百
余
年
を
溯
っ
た
と
こ
ろ
が
、
堯
舜
の
時
と
な
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
大
略
西
紀

前
二
十
一
世
紀
に
当
る
の
で
あ
ろ
う
。
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殷
の
湯
王
の
年
代
に
関
す
る
書
経
の
記
事
　
　
孟
子
は
儒
者
で
あ
っ
て
、
詩
経
・
書
経
を
尊
重
し
て
居
る
人
物
で
あ
る
か
ら
、
孟

子
が
所
有
し
た
古
代
の
智
識
は
此
等
の
経
典
に
連
絡
し
て
居
る
も
の
で
、
そ
れ
に
矛
盾
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
疑
を
要
せ
な

い
。
今
伝
わ
っ
て
居
る
書
経
で
は
堯
舜
の
年
代
が
明
か
に
な
っ
て
居
な
い
が
、
そ
れ
よ
り
五
百
余
年
を
下
っ
た
殷
の
湯
王
の
年

代
は
書
経
の
中
に
そ
れ
を
明
か
に
す
べ
き
資
料
が
あ
る
。
そ
れ
は
今
の
書
経
に
あ
る
商
書
の
伊
訓
の
篇
に
、

惟
元
祀
、
十
有
二
月
乙
丑
、
伊
尹
　祠
二　
于
先
　
、
王
一　
　奉
二　
嗣
　
、
王
一　
祇
　見
二　
厥
　
、
祖
一　
侯
甸
群
后
咸
在
。

と
あ
る
も
の
で
あ
る
。
書
序
に
は
、

成
湯
既
没
、
太
甲
元
年
、
伊
尹
　作
二　
伊
　
。
訓
一　

と
あ
る
。
此
の
元
祀
は
即
ち
湯
王
の
後
を
継
承
し
た
太
甲
の
元
年
を
指
す
も
の
で
あ
る
。
今
の
書
経
は
清
の
閻
若
璩
が
そ
れ
を

偽
古
文
と
断
定
し
て
以
来
、
学
者
間
の
定
論
と
な
っ
て
居
る
が
、
偽
古
文
の
出
現
し
た
魏
晋
以
前
に
於
て
、
漢
の
武
帝
の
時
に

孔
子
の
旧
宅
の
壁
中
か
ら
出
た
真
の
古
文
と
い
う
も
の
が
あ
っ
て
、
其
の
中
の
伊
訓
の
篇
か
ら
引
用
し
た
も
の
が
、
漢
書
律
歴

志
の
中
に
あ
る
。
そ
れ
は
次
の
　ご

と如　
き
も
の
で
あ
っ
て
、
孟
子
も
既
に
知
っ
て
居
た
筈
の
も
の
で
あ
る
。

惟
太
甲
元
年
、
十
有
二
月
乙
丑
朔
、
伊
尹
　祀
二　
于
先
　
、
王
一　
誕
　資
二　
有
牧
方
　
。
明
一　

こ
れ
は
、
偽
古
文
の
伊
訓
の
根
拠
と
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
此
の
真
古
文
は
其
の
意
義
に
於
て
は
偽
古
文
と
同
一
で
あ
り
、
且

つ
又
朔
と
い
う
字
が
加
わ
っ
て
居
る
。
　

(

1)方　
明
と
は
鬼
神
が
宿
る
と
こ
ろ
の
正
立
方
体
の
木
主
で
あ
っ
て
、「
誕
資
有
牧
方
明
」
と

は
大
に
諸
侯
を
集
め
て
方
明
の
祭
に
列
せ
し
め
る
こ
と
で
あ
る
。
漢
書
律
歴
志
に
此
の
文
を
解
釈
し
て
、

言
　雖
レ　
　有
二　
成
湯
太
丁
外
丙
之
　
、
服
一　
　以
二　
冬
　
、
至
一　
越
茀
、
　祀
二　
先
王
于
方
　
、
明
一　
以
　配
二　
上
　
。
帝
一　

と
述
べ
て
あ
る
。
そ
れ
は
、
此
の
太
甲
元
年
十
二
月
乙
丑
朔
が
冬
至
の
日
で
あ
る
か
ら
、
喪
服
を
脱
し
て
上
帝
の
祭
を
行
い
、
先
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王
を
以
て
之
に
配
享
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
又
古
代
に
於
て
冬
至
の
日
に
上
帝
を
祀
る
と
こ
ろ
の
重
い
儀
式
が
あ
っ
た
こ

と
は
、
礼
記
の
雑
記
に
、

孟
獻
子
曰
、
正
月
日
至
、
　可
二　
以
　有
一レ　
　事
二　
於
上
　
。
帝
一　

と
あ
り
、
同
じ
く
郊
特
性
に
、

郊
之
祭
也
、
　迎
二　
長
日
之
　至
一　
也
、
大
　報
レ　
天
、
而
　主
レ　
日
。

と
あ
る
な
ど
に
参
照
し
て
知
ら
れ
る
。
そ
し
て
王
朝
の
始
祖
が
必
ず
上
帝
に
配
合
し
て
祀
ら
れ
る
こ
と
は
、
儒
教
の
経
典
に
古

代
の
習
慣
と
し
て
示
さ
れ
て
居
る
も
の
で
あ
る
。
故
に
漢
書
律
歴
志
が
太
甲
元
年
十
二
月
乙
丑
朔
を
以
て
冬
至
の
日
に
当
る
も

の
と
解
釈
し
た
の
は
、
儒
教
の
経
典
に
於
け
る
一
般
の
観
念
か
ら
見
て
、
正
当
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
十
二
月
に
冬
至
が
あ
る

様
に
な
っ
て
居
る
の
は
、
　い

わ
ゆ
る

所
謂　
殷
正
の
数
え
方
で
あ
る
。
夏
殷
周
三
代
に
於
て
そ
れ
ぞ
れ
異
っ
た
三
種
の
正
月
を
用
い
た
と
い

う
説
は
尚
書
大
伝
な
ど
に
載
せ
ら
れ
て
居
る
も
の
で
、
夏
正
で
は
冬
至
の
あ
る
月
を
十
一
月
と
し
、
殷
正
で
は
そ
れ
を
十
二
月

と
し
、
周
正
で
は
そ
れ
を
一
月
と
す
る
の
で
あ
る
。
故
に
真
古
文
の
伊
訓
に
は
殷
正
に
よ
っ
て
月
名
を
記
し
て
あ
る
も
の
と
せ

ね
ば
な
ら
ぬ
。

殷
初
の
年
代
の
資
料
に
つ
い
て
の
疑
問
　
　
殷
正
に
よ
る
十
二
月
の
朔
が
冬
至
と
合
す
る
こ
と
は
毎
年
起
る
も
の
で
は
な
く
、十

九
年
を
隔
て
て
起
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
日
が
同
一
の
干
支
と
な
る
こ
と
は
千
年
許
を
隔
て
な
け
れ
ば
起
ら
な
い
。
そ
れ
故
に

太
甲
元
年
十
二
月
乙
丑
朔
が
冬
至
に
合
し
て
居
た
と
い
う
こ
と
は
五
百
余
年
に
亘
る
殷
の
時
代
の
初
の
点
を
決
定
す
べ
き
究
竟

の
材
料
と
な
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
現
今
の
天
文
学
の
智
識
に
よ
っ
てS

ch
ram

の
表
を
用
い
て
、
計
算
を
試
み
れ
ば
、
此
の
要

件
に
適
合
す
る
も
の
は
、
孟
子
が
指
示
し
て
居
る
と
こ
ろ
の
殷
初
の
附
近
に
於
て
は
全
く
無
く
、
た
だ
　ほ

と
ん殆　ど

そ
れ
に
近
い
も
の
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と
し
て
は
、

　
(

2)

B　.C
.1763

乙
丑
朔
　
前
日
甲
子
冬
至
。

が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
は
其
の
当
時
の
観
測
者
が
誤
っ
て
乙
丑
冬
至
と
し
た
と
も
見
ら
れ
る
か
ら
、
要
件
に
適
合
す
る
も

の
と
し
て
も
よ
い
。
し
か
し
此
の
年
は
孟
子
が
言
う
所
の
殷
代
の
初
と
は
約
二
百
年
の
差
が
あ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
書
経
を

解
釈
す
る
に
用
う
べ
き
確
実
な
根
拠
と
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
こ
れ
は
真
古
文
の
記
事
を
疑
う
べ
き
新
な
る
問
題
を
提
供
す

る
も
の
で
あ
る
。

漢
書
律
歴
志
は
前
漢
末
の
劉
歆
が
作
っ
た
三
統
暦
を
記
載
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
劉
歆
は
此
の
真
古
文
の
伊
訓
を
資
料
と
し

て
、
三
統
暦
の
計
算
に
よ
っ
て
太
甲
元
年
の
位
置
を
推
定
し
、
そ
れ
をB

.C
.1738

に
当
て
て
居
る
。
前
漢
の
武
帝
の
時
に
鄧
平

が
作
っ
た
太
初
暦
と
此
の
三
統
暦
と
は
月
日
の
計
算
法
が
同
一
で
あ
っ
て
、
三
統
暦
は
太
初
暦
の
五
星
の
運
行
に
関
す
る
部
分

に
つ
い
て
修
正
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
三
統
暦
が
計
算
の
根
拠
と
す
る
と
こ
ろ
の
一
年
の
長
さ
及
び
一
月
の
平
均
の
長
さ
は
、

真
実
の
も
の
よ
り
　や

や稍　
長
く
な
っ
て
居
る
か
ら
、
そ
れ
ら
の
事
情
か
ら
し
てB

.C
.1738

が
得
ら
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
此
の
年
に
於

け
る
真
の
状
態
は
、S
ch
ram

の
表
に
よ
れ
ば
、

B
.C
.1738

　
庚
午
朔
　
七
日
丙
子
冬
至
。

と
な
る
の
で
あ
る
。
庚
午
は
乙
丑
よ
り
五
日
の
後
で
あ
る
。
此
の
劉
歆
が
算
定
し
た
殷
初
の
年
代
は
孟
子
の
記
載
と
符
合
し
な

い
も
の
で
あ
る
が
、
前
漢
末
以
来
唐
に
至
る
ま
で
は
大
体
此
の
説
が
信
用
せ
ら
れ
て
居
た
。
劉
歆
は
　な

お尚　
其
の
上
に
十
三
年
を
加

え
たB
.C
.1751

を
殷
の
湯
王
の
元
年
と
し
、
又
夏
の
時
代
を
四
百
三
十
二
歳
と
し
て
禹
王
の
元
年
をB

.C
.2183

と
定
め
た
。
律

歴
志
で
は
堯
と
舜
と
の
在
位
年
数
を
書
経
に
よ
っ
て
七
十
年
と
五
十
年
と
に
し
て
居
る
か
ら
、
そ
れ
は
結
局
堯
の
即
位
の
年
を
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B
.C
.2303

と
し
て
居
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
亦
孟
子
の
記
載
と
符
合
し
な
い
も
の
で
あ
る
。
孟
子
よ
り
三
百
年
の
後
に
出
で

て
、
不
完
全
な
暦
法
に
よ
っ
て
修
正
し
た
と
こ
ろ
の
劉
歆
の
説
は
、
決
し
て
孟
子
の
説
を
動
か
す
べ
き
力
を
有
せ
ざ
る
も
の
と

言
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

漢
書
に
見
え
た
周
初
の
年
代
の
推
定
　
　
漢
書
律
歴
志
に
引
用
し
た
書
経
の
真
古
文
は
、
伊
訓
の
外
に
も
数
篇
あ
る
。
此
等
の

数
篇
の
暦
日
記
事
は
皆
周
初
に
関
す
る
も
の
で
、
　

こ
と
ご
と
盡　
く
三
統
暦
に
よ
っ
て
完
全
な
る
解
釈
が
施
さ
れ
て
居
る
。
三
統
暦
其
物
は

不
完
全
な
る
暦
法
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
に
よ
っ
て
完
全
に
解
釈
さ
れ
る
古
代
の
暦
日
記
事
は
皆
三
統
暦
に
よ
っ
て
製
作
さ
れ
た

も
の
か
、
　も若　
し
く
は
改
訂
さ
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
故
に
此
等
の
諸
篇
が
孟
子
の
時
に
既
に
存
在
し
た
も
の
で
あ
っ

た
と
仮
定
す
れ
ば
、
其
の
暦
日
に
関
す
る
部
分
は
三
統
暦
に
よ
っ
て
改
訂
さ
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
周
初
の
事
を
記

載
す
る
真
古
文
の
中
で
、
暦
日
に
関
す
る
主
要
な
も
の
は
武
成
の
篇
で
あ
る
。
こ
れ
は
周
の
武
王
が
殷
の
紂
王
を
滅
し
た
年
の

こ
と
を
記
し
た
も
の
で
、
其
の
暦
日
か
ら
推
定
す
れ
ば
、
一
月
朔
が
辛
卯
、
二
月
朔
が
庚
申
、
二
月
と
四
月
と
の
間
に
閏
月
が

あ
り
、
四
月
朔
が
己
丑
に
当
る
も
の
で
あ
る
。
此
等
の
月
名
が
周
正
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
此
の
一
月
の
中
に
冬
至
が

あ
る
こ
と
を
国
語
の
周
語
に
参
照
し
て
知
り
得
る
に
よ
っ
て
明
か
で
あ
る
。
故
に
此
の
一
月
は
殷
正
か
ら
言
え
ば
十
二
月
と
な

る
も
の
で
あ
る
。
漢
書
律
歴
志
で
は
、
三
統
暦
に
よ
っ
て
此
の
記
事
を
解
釈
し
て
、
そ
れ
をB

.C
.1122

に
当
て
て
居
る
が
、
現

今
の
天
文
学
の
智
識
に
よ
っ
て
此
の
年
の
此
等
の
月
の
朔
を
算
出
し
た
結
果
に
は
符
合
し
な
い
。
又
、
王
国
維
や
新
城
博
士
は

此
の
武
成
の
記
事
に
異
釈
を
加
え
て
、
一
月
朔
、
二
月
朔
、
四
月
朔
を
辛
卯
、
庚
申
、
己
丑
に
当
て
ず
、
二
月
と
四
月
と
の
間

に
閏
月
が
あ
る
こ
と
を
も
認
め
な
い
で
、
　

(

3)新　
城
博
士
は
其
の
年
をB

.C
.1066

に
当
て
て
居
る
が
、
其
の
解
釈
の
根
拠
に
は
大
な

る
誤
が
あ
る
。
其
の
事
に
就
い
て
は
、
嘗
て
「
　

(

4)生　
覇
死
覇
と
周
初
の
年
代
」
と
題
す
る
も
の
の
中
に
詳
か
に
論
じ
て
置
い
た
か
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ら
、
此
処
に
は
述
べ
な
い
。
さ
て
こ
のB

.C
.1122

を
以
て
武
王
が
紂
王
を
伐
っ
た
年
と
す
る
こ
と
は
現
今
に
至
る
ま
で
動
か
ぬ

こ
と
に
な
っ
て
居
る
が
、
そ
れ
は
又
孟
子
に
あ
る
周
初
の
年
代
と
符
合
し
な
い
。
孟
子
に
は
文
王
以
来
孟
子
が
齊
を
去
っ
た
年

(B
.C
.312)

ま
で
を
七
百
有
余
歳
と
記
し
て
あ
り
、B

.C
.1122

か
らB

.C
.312

ま
で
は
八
百
余
歳
と
な
る
か
ら
、
そ
こ
に
百
年
の

差
が
生
ず
る
の
で
あ
る
。
孟
子
は
又
湯
か
ら
文
王
ま
で
を
五
百
有
余
歳
と
記
し
て
居
る
が
、
律
歴
志
に
よ
つ
て
、
前
者
の
年
代

をB
.C
.1751

と
し
、
後
者
の
年
代
をB

.C
.1122

と
す
れ
ば
、
其
の
間
の
年
数
は
　

(

5)六　
百
二
十
九
年
と
な
っ
て
、
こ
れ
も
ま
た
一
致

し
な
い
。
孟
子
を
信
ず
る
か
劉
歆
を
信
ず
る
か
と
言
え
ば
、
　も

ち
ろ
ん

勿
論　
劉
歆
を
棄
て
て
孟
子
を
取
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

漢
書
の
年
代
推
定
の
根
拠
に
用
い
た
書
経
の
記
事
を
疑
う
　
　
前
に
挙
げ
た
伊
訓
と
武
成
と
の
二
篇
は
、
漢
代
の
初
に
出
た
今

文
尚
書
の
中
に
は
な
い
が
、
孟
子
に
は
伊
訓
を
も
武
成
を
も
共
に
引
用
し
て
居
る
（
万
章
上
と
盡
心
下
と
に
出
て
居
る
）。
故
に

孟
子
の
時
代
に
存
在
し
た
書
経
に
は
、
此
等
の
名
を
有
す
る
諸
篇
が
含
ま
れ
て
居
た
こ
と
は
疑
う
べ
き
で
は
な
い
。
　し

か然　
る
と
き

は
漢
書
律
歴
志
に
引
用
し
た
伊
訓
、
武
成
の
暦
日
は
前
漢
時
代
に
古
文
尚
書
が
再
び
現
わ
れ
た
後
、
太
初
暦
　も若　
し
く
は
三
統
暦

に
よ
っ
て
改
訂
を
加
え
ら
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
然
ら
ざ
れ
ば
孟
子
又
は
孟
子
以
前
の
時
代
に
成
立
し
て
居
た
暦
法

に
よ
っ
て
計
算
す
る
と
き
は
、
此
等
の
暦
日
記
事
が
孟
子
に
伝
え
る
様
な
年
代
を
示
す
も
の
と
な
る
と
考
え
ね
ば
な
ら
ぬ
。

漢
書
に
引
用
し
た
殷
暦
に
つ
い
て
　
　
是
に
於
て
、
漢
書
律
歴
志
を
仔
細
に
点
検
す
れ
ば
、
其
の
中
に
は
、
伊
訓
の
暦
日
を
改

訂
し
た
消
息
を
洩
し
て
居
る
と
認
む
べ
き
記
事
が
あ
る
。
そ
れ
は
即
ち
次
の
　ご

と如　
く
で
あ
る
。

殷
暦
曰
、
　当
二　
成
湯
方
　即
一レ　
世
、
　用
レ　
事
十
三
年
、
十
一
月
甲
子
朔
旦
冬
至
、
　終
二　
六
府
　
、
首
一　
　当
二　
周
公
五
　
、
年
一　
則
　為
二　
　距
レ　
　伐
レ　

桀
四
百
五
十
八
　
、
歳
一　
少
百
七
十
一
歳
、
　不
レ　
　盈
二　
六
百
二
十
　
、
九
一　
又
　以
二　
夏
時
乙
　丑
一　
　為
二　
甲
　子
一　
計
、
其
年
迺
孟
統
五
章
、
癸
亥

朔
旦
冬
至
也
、
以
　為
二　
甲
子
府
　
、
首
一　
皆
　非
レ　
是
。
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殷
暦
は
殷
の
湯
王
が
作
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
居
る
も
の
で
あ
る
。
唐
書
の
暦
志
に
あ
る
大
衍
暦
議
の
文
に
は
、

湯
　作
二　
殷
　
、
暦
一　
更
　以
二　
十
一
月
甲
子
合
朔
冬
　
、
至
一　
　為
二　
上
　
。
元
一　

と
あ
る
。
現
存
の
古
書
の
中
で
は
、
他
に
此
の
　ご

と如　
き
記
事
が
見
え
な
い
が
、
殷
暦
と
い
う
名
称
か
ら
考
え
れ
ば
、
此
の
暦
を
伝

え
た
人
々
は
恐
ら
く
は
最
初
か
ら
湯
王
が
作
っ
た
も
の
と
言
っ
て
居
た
の
で
あ
ろ
う
。
十
一
月
甲
子
合
朔
冬
至
を
上
元
と
す
る

と
い
う
の
は
、
暦
の
計
算
の
起
点
即
ち
暦
元
と
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
殷
暦
の
計
算
法
は
一
年
の
日
数
を
三
百
六
十
五
日

四
分
の
一
と
し
、
十
九
年
に
七
個
の
閏
月
を
置
く
も
の
で
、
此
の
十
九
年
を
一
章
と
名
づ
け
、
四
章
七
十
六
年
を
一
蔀
（
府
と

も
書
く
）
と
名
づ
け
、
二
十
蔀
千
五
百
二
十
年
を
一
紀
と
名
づ
け
、
三
紀
四
千
五
百
六
十
年
を
一
元
と
名
づ
け
る
。
上
元
と
は

一
元
の
初
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
上
元
は
甲
子
の
日
の
夜
半
即
ち
午
前
零
時
に
於
て
冬
至
と
朔
と
の
時
刻
が
合
一
し
た
と
こ
ろ

を
取
り
、
そ
れ
よ
り
一
紀
を
隔
て
れ
ば
、
又
再
び
甲
子
の
日
に
於
て
同
一
の
状
態
と
な
る
と
定
め
る
。
又
年
の
名
に
干
支
を
当

て
る
時
は
、
一
元
を
隔
て
て
同
じ
干
支
の
年
に
甲
子
夜
半
の
合
朔
冬
至
が
来
る
も
の
と
す
る
。
殷
暦
の
上
元
の
年
はB

.C
.1567

に
当
る
も
の
で
あ
る
。
前
に
掲
げ
た
漢
書
律
歴
志
の
文
に
拠
れ
ば
、
殷
暦
家
は
此
の
年
を
以
て
殷
の
湯
王
が
即
位
後
十
三
年
に

し
て
崩
じ
た
翌
年
と
す
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
太
甲
元
年
を
指
し
て
居
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
漢
書
律
暦
志
に
よ
れ
ば
、
漢

の
武
帝
の
時
に
作
ら
れ
た
太
衍
暦
に
対
し
て
旧
法
を
主
張
す
る
殷
暦
家
が
反
対
し
た
こ
と
が
あ
る
か
ら
、
殷
暦
は
武
帝
以
前
か

ら
存
在
し
て
居
る
も
の
で
あ
っ
て
、
三
統
暦
で
湯
の
在
位
を
十
三
年
と
し
、
其
の
翌
年
を
太
甲
元
年
と
し
て
居
る
の
は
、
此
の

殷
暦
の
説
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
十
二
月
朔
と
十
一
月
朔
と
の
相
違
は
殷
正
と
夏
正
と
の
区
別
か
ら
起
る
の
で
あ
っ
て
、

其
の
実
は
共
に
冬
至
を
含
む
月
で
あ
る
。
又
、「
　以
二　
夏
時
乙
　丑
一　
　為
二　
甲
　子
一　
計
」
と
あ
る
の
は
、
真
古
文
の
伊
訓
に
あ
る
乙
丑
朔

は
夏
代
の
暦
法
か
ら
継
承
し
で
居
る
正
し
い
日
で
あ
る
の
に
、
殷
暦
で
は
そ
の
記
事
を
　み

だ
り妄　に

一
日
移
動
さ
せ
て
甲
子
朔
と
変
更
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し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
計
算
し
た
結
果
を
本
と
し
て
年
代
を
も
改
め
た
の
が
悪
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
三
統
暦
を
主
と
し

て
の
非
難
で
あ
っ
て
、
　も若　
し
殷
暦
を
主
と
す
る
時
は
同
様
の
非
難
が
三
統
暦
に
対
し
て
加
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

殷
暦
と
孟
子
　
　
　も若　
し
も
漢
書
に
引
か
れ
た
古
文
尚
書
が
其
の
当
時
の
真
の
記
録
で
あ
っ
て
、
伊
訓
の
篇
が
殷
初
の
事
実
を
伝

え
て
居
る
も
の
と
す
れ
ば
、
漢
代
の
殷
暦
家
が
わ
ざ
わ
ざ
書
経
に
太
甲
元
年
十
二
月
乙
丑
朔
と
あ
っ
た
の
を
改
め
て
甲
子
朔
と

す
べ
き
理
由
が
な
く
、
孟
子
も
ま
た
乙
丑
朔
と
い
う
文
を
見
て
居
た
筈
で
あ
る
。
故
に
殷
暦
で
甲
子
朔
と
し
て
居
る
の
は
、
殷

初
の
真
記
録
か
、
又
は
少
く
と
も
殷
暦
の
説
の
起
っ
た
当
時
の
尚
書
に
甲
子
朔
と
し
て
あ
っ
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
も
の
で
あ

る
。
殷
暦
の
日
月
の
算
法
は
秦
の
始
皇
帝
の
時
に
出
来
た
顓
頊
暦
の
計
算
の
基
礎
と
な
っ
て
居
る
も
の
で
、
た
と
い
湯
王
の
製

作
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
単
な
る
伝
説
に
止
ま
る
も
の
で
あ
っ
た
と
す
る
も
、
　な

お尚　
、
其
の
成
立
は
秦
以
前
に
溯
り
得
べ
き
も

の
で
あ
る
。
漢
代
の
殷
暦
家
は
そ
の
計
算
法
を
黄
帝
調
暦
と
も
称
し
て
居
た
の
で
あ
っ
て
、
其
の
起
原
は
余
程
古
い
も
の
と
信

ぜ
ら
れ
て
居
た
の
で
あ
る
。
史
記
の
歴
書
を
見
れ
ば
、
始
め
て
暦
法
の
発
明
さ
れ
た
の
は
黄
帝
の
時
代
と
な
っ
て
居
る
。
殷
暦

の
計
算
法
に
黄
帝
調
暦
の
名
が
あ
る
こ
と
は
其
の
成
立
が
支
那
の
暦
法
中
で
最
も
古
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
語
っ
て
居
る
も

の
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
　し

か然　
ら
ば
此
の
暦
法
は
孟
子
も
既
に
知
っ
て
居
た
と
認
め
て
差
支
が
な
い
。
さ
て
殷
暦
に
於
て

湯
王
崩
御
の
翌
年
をB

.C
.1567

と
し
て
あ
る
の
を
孟
子
の
記
載
に
参
照
す
れ
ば
、
孟
子
か
ら
七
百
余
歳
以
前
な
る
文
王
の
年
代

に
更
に
五
百
余
歳
を
加
え
た
湯
王
の
年
代
は
、
孟
子
か
ら
千
二
百
余
歳
以
前
と
な
っ
て
、
孟
子
の
年
代
の
標
準
を
前
に
述
べ
た

理
由
に
よ
っ
てB

.C
.312

と
す
れ
ば
、
湯
の
年
代
は
　あ

た
か恰　もB

.C
.1512

に
或
る
余
数
を
加
え
た
も
の
と
な
り
、
殷
暦
で
言
う
所
の

湯
王
の
年
代
と
孟
子
が
言
う
所
の
も
の
と
は
符
合
す
る
の
で
あ
る
。
　し

か然　
ら
ば
此
の
殷
暦
家
が
言
う
所
の
殷
初
の
年
代
は
先
秦
時

代
の
書
経
の
記
事
と
も
連
絡
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
　あ

た
か恰　も

三
統
暦
家
が
言
う
所
の
殷
初
の
年
代
が
前
漢
末
の
古
文
尚
書
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と
連
絡
し
て
居
る
が
如
き
も
の
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
故
に
孟
子
の
時
代
に
存
在
し
た
伊
訓
の
文
に
は
、
恐
ら
く
は
、

惟
太
甲
元
年
十
有
二
月
甲。子。朔
、
伊
尹
祀
于
先
王
。

と
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
　も若　
し
果
し
て
此
の
　ご

と如　
き
も
の
で
あ
っ
た
と
し
た
な
ら
ば
、
孟
子
が
言
う
所
の
湯
王
の
年
代
は
殷
暦
の
計

算
と
分
離
す
べ
か
ら
ざ
る
関
係
を
有
す
る
も
の
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
次
に
又
、
周
初
の
年
代
を
決
定
す
べ
き
資
料
と
な
る
と

こ
ろ
の
武
成
の
暦
日
を
殷
暦
に
よ
っ
て
考
え
れ
ば
、
漢
書
律
歴
志
に
引
用
し
た
真
古
文
の
武
成
の
中
に
含
ま
れ
る
と
こ
ろ
の
一

月
辛
卯
朔
、
己
未
冬
至
、
二
月
庚
申
朔
、
四
月
己
丑
朔
に
符
合
す
る
も
の
は
全
く
無
く
、
略
ぼ
符
合
す
る
も
の
は
一
月
辛
卯
朔
、

己
未
冬
至
、
二
月
辛
酉
朔
、
四
月
己
丑
朔
で
あ
っ
て
、
其
の
年
は
　

(

6)

B　.C
.1065

に
当
る
。
此
の
年
か
ら
孟
子
の
年
代
な
るB

.C
.312

ま
で
は
七
百
五
十
四
年
と
な
っ
て
、
七
百
有
余
歳
と
あ
る
の
に
一
致
す
る
。
　し

か然　
る
と
き
は
、
孟
子
の
見
た
武
成
の
文
に
は
、
恐

ら
く
は
殷
暦
の
計
算
に
合
す
る
暦
日
が
記
載
さ
れ
て
居
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
た
だ
漢
末
の
真
古
文
に
、

二
月
既
死
覇
、
粤
五
日
甲
子
、
咸
　劉
二　
商
王
　
。
紂
一　

と
あ
る
の
に
対
し
て
五
日
を
四。日。に
改
め
る
だ
け
で
、
殷
暦
に
合
す
る
様
に
な
る
の
で
あ
る
。

孟
子
の
見
た
書
経
の
暦
日
記
事
　
　
孟
子
に
記
載
し
た
殷
初
の
年
代
が
殷
暦
家
の
言
う
所
の
も
の
と
一
致
し
、
又
周
初
の
年
代

が
、
殷
暦
に
よ
っ
て
武
成
を
解
釈
し
た
も
の
と
一
致
す
る
と
す
れ
ば
、
孟
子
の
上
古
史
紀
年
に
関
す
る
智
識
は
殷
暦
と
連
絡
を

有
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
従
っ
て
孟
子
の
時
代
に
存
在
し
た
書
経
の
暦
日
記
事
も
ま
た
殷
暦
の
智
識
と
連
絡
を
有
し

て
居
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
更
にB

.C
.1567

の
甲
子
朔
旦
冬
至
と
、B

.C
.1065

の
一
月
辛
卯
朔
己
未
冬

至
、
二
月
辛
酉
朔
、
四
月
己
丑
朔
と
が
事
実
に
合
す
る
や
否
や
を
点
検
し
て
、
　も若　
し
其
の
結
果
が
満
足
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
殷

暦
を
作
っ
た
人
が
湯
王
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
、
伊
訓
、
武
成
が
当
時
の
真
実
の
記
録
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
、
　み

だ
り妄　に

疑
う
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こ
と
は
出
来
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。

孟
子
の
見
た
書
経
の
暦
日
記
事
の
点
検
　
　
　し

か然　
る
に
、S

ch
ram

の
表
に
よ
っ
て
此
の
二
個
の
年
の
朔
と
冬
至
と
を
算
出
し
た
結

果
は
、
次
の
　ご

と如　
き
も
の
と
な
る
。

B
.C
.1567

　
丁
卯
朔
（
甲
子
よ
り
三
日
後
）。
壬
申
冬
至
（
甲
子
よ
り
八
日
後
）。

B
.C
.1065

　
一
月
癸
巳
朔
（
辛
卯
よ
り
二
日
後
）。
甲
子
冬
至
（
己
未
よ
り
五
日
後
と
な
っ
て
、
翌
月
に
入
る
）
二
月
癸
亥

朔
（
辛
酉
よ
り
二
日
後
）。
四
月
辛
卯
朔
（
己
丑
よ
り
二
日
後
）。

　し
か然　

る
と
き
は
殷
暦
に
よ
っ
て
解
釈
す
る
と
こ
ろ
の
殷
初
及
び
周
初
の
年
代
は
事
実
に
合
し
な
い
こ
と
と
な
る
。
依
っ
て
更
に
十

一
月
甲
子
朔
旦
冬
至
が
真
に
存
在
す
べ
き
年
をB

.C
.1537

の
前
後
に
求
め
れ
ば
、

B
.C
.1706

　
癸
亥
冬
至
（
此
の
冬
至
の
時
刻
は
四
時
間
余
を
過
ぎ
れ
ば
甲
子
の
日
に
入
る
か
ら
、
そ
れ
を
甲
子
冬
至
と
見

た
と
し
て
も
よ
い
）。
甲
子
朔
。

を
得
、
一
月
辛
卯
朔
等
が
真
に
存
在
す
べ
き
年
をB

.C
.1065

の
前
後
に
求
め
れ
ば
、

B
.C
.1137

　
一
月
辛
卯
朔
。
十
七
日
丁
未
冬
至
。
二
月
庚
申
朔
。
四
月
己
丑
朔
。

B
.C
.1013

　
一
月
辛
卯
朔
。
七
日
丁
酉
冬
至
。
二
月
庚
申
朔
。
四
月
己
丑
朔
。

の
二
個
を
得
る
。
国
語
の
周
語
の
中
に
あ
る
周
初
の
記
事
に
於
て
は
、
一
月
の
冬
至
が
其
の
月
の
終
に
近
く
起
る
こ
と
に
な
っ

て
居
る
か
ら
、（
殷
暦
及
び
三
統
暦
で
は
二
十
九
日
に
冬
至
が
あ
る
か
ら
、
国
語
に
一
致
す
る
）
此
の
條
件
を
綜
合
し
て
考
え
れ

ば
、
周
初
の
暦
日
に
関
す
る
古
伝
に
符
合
す
べ
き
真
の
暦
日
は
全
く
存
在
し
な
い
。
然
る
と
き
は
更
に
古
に
溯
っ
た
殷
初
に
於

け
る
暦
日
記
事
の
み
を
当
時
の
真
正
の
も
の
と
し
て
受
取
る
こ
と
は
困
難
と
な
る
の
で
あ
る
。
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殷
暦
は
書
経
編
纂
以
前
に
存
在
し
た
　
前
記
の
結
果
に
対
し
て
解
釈
を
与
う
る
も
の
は
、
た
だ
書
経
の
編
纂
以
前
に
於
て
殷
暦

が
既
に
存
在
し
て
、
其
の
計
算
よ
り
得
ら
れ
る
暦
日
が
根
拠
と
な
っ
て
、
殷
初
及
び
周
初
の
記
事
が
潤
色
さ
れ
て
居
た
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
　し

か然　
ら
ば
殷
暦
は
果
し
て
如
何
な
る
年
代
に
成
立
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

殷
暦
の
成
立
は
孟
子
の
時
代
で
あ
る
　
　
殷
暦
は
一
年
の
日
数
を365.25

と
し
、
一
月
の
平
均
日
数
を29

4
9
9

9
4
0
=

29.530851

と

す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
真
の
一
年
の
日
数365.2422

と
一
月
の
平
均
日
数29.530588

と
に
比
し
て
、
極
め
て
微
細
な
超
過

を
示
し
て
居
る
も
の
で
あ
る
。
此
の
　ご

と如　
き
比
較
的
精
密
な
る
暦
法
は
、必
ず
長
年
間
の
観
測
を
本
と
し
て
製
作
さ
れ
た
も
の
で
あ

ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
し
か
し
、
又
其
の
微
細
な
る
超
過
は
、
前
後
共
に
多
年
を
隔
て
れ
ば
実
際
と
著
し
き
差
を
示
す
こ
と
に
な
る
の

で
あ
る
。
前
に
溯
っ
て
計
算
す
れ
ば
、
朔
も
冬
至
も
実
際
に
比
し
て
次
第
に
早
く
な
り
、
後
に
下
っ
て
計
算
す
れ
ば
、
次
第
に
遅

く
な
る
の
で
あ
る
。
殷
初
のB

.C
.1567
の
朔
は
実
際
の
も
の
に
比
し
て
三
日
早
く
、
冬
至
は
八
日
早
く
、
周
初
のB

.C
.1065

の

朔
は
二
日
早
く
、
冬
至
は
五
日
早
い
。
こ
れ
は
殷
暦
の
製
作
が
周
初
以
後
の
観
測
に
本
づ
い
て
居
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
殷
暦
の
各
蔀
即
ち
七
十
六
年
を
一
期
と
す
る
も
の
に
於
て
、
其
の
朔
日
が
最
も
よ
く
観
測
と
合
す
べ
き
年
代
を
求
め
れ

ば
、B

.C
.427

か
らB
.C
.352

に
亘
る
一
蔀
を
得
る
。
こ
れ
は
殷
暦
製
作
の
基
礎
と
な
っ
た
観
測
の
年
代
が
此
の
一
蔀
の
中
の
或

る
必
要
な
る
期
間
を
含
ん
で
居
る
こ
と
を
示
す
の
で
あ
る
。
此
の
年
代
は
周
末
に
近
い
頃
で
あ
っ
て
、
戦
国
時
代
の
初
に
当
っ

て
居
る
。
こ
れ
は
孟
子
の
活
動
し
た
年
代
よ
り
少
し
く
以
前
の
こ
と
で
あ
る
。
孟
子
の
生
卒
の
年
は
不
明
で
あ
る
が
、
遙
に
後

世
に
な
っ
て
か
ら
推
定
さ
れ
た
も
の
に
よ
れ
ば
、
周
の
烈
王
の
四
年(B

.C
.373)

に
生
れ
て
、
周
の
赧
王
の
二
十
六
年(B

.C
.289)

に
卒
し
て
居
る
。
こ
れ
は
　

こ
と
ご
と
盡　
く
信
ず
べ
き
も
の
で
は
な
い
が
、
大
体
に
於
て
承
認
し
得
る
も
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
、
殷
暦
の
成
立

は
恐
ら
く
は
孟
子
の
少
壮
時
代
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
孟
子
が
諸
侯
に
遊
説
し
た
の
は
五
十
歳
頃
か
ら
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
孟
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子
の
書
に
あ
る
記
載
は
皆
其
の
以
後
の
こ
と
に
属
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
考
え
れ
ば
、
書
経
の
暦
日
に
関
す
る
記
事
が
殷
暦
に

よ
っ
て
潤
色
さ
れ
た
時
代
は
、
早
く
と
も
孟
子
の
少
壮
時
代
よ
り
溯
り
得
な
い
。
　し

か然　
る
と
き
は
、
書
経
の
編
纂
者
を
孔
子
と
す

る
の
は
単
な
る
伝
説
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、
孔
子
の
時
代
に
た
と
い
書
経
の
本
と
な
っ
た
古
代
の
記
録
が
あ
っ
た
と
し

て
も
、
孟
子
の
用
い
た
書
経
の
体
裁
は
ま
だ
整
っ
て
居
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

殷
初
の
年
代
は
殷
暦
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
　
　
上
述
の
　ご

と如　
く
孟
子
の
書
に
記
載
し
た
殷
初
及
び
周
初
の
年
代
が
戦
国
時
代
の
初

の
頃
に
出
来
た
殷
暦
に
よ
っ
て
潤
色
さ
れ
た
も
の
と
す
れ
ば
、
殷
初
の
年
代
は
此
の
暦
法
の
上
元
に
当
て
て
作
為
せ
ら
れ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
此
の
暦
法
が
殷
暦
と
い
う
名
称
を
得
、
又
殷
の
湯
王
が
作
っ
た
も
の
と
せ
ら
れ
た
の
は
、
皆
之
に
関
係
し
て

起
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。（
殷
暦
と
い
う
名
称
は
漢
代
に
於
て
そ
れ
に
結
合
す
る
木
星
紀
年
を
一
年
移
動
さ
せ
た
時
に
附
け
ら
れ

た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
が
、
其
の
朔
と
冬
至
と
の
計
算
に
関
す
る
実
質
は
既
に
戦
国
の
時
に
出
来
た
の
で
あ
る
。）
上
古
に
於
て

夏
殷
周
の
三
代
が
有
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
け
は
戦
国
時
代
に
於
て
普
通
の
智
識
と
な
っ
て
居
た
で
あ
ろ
う
。
　も若　
し
之
に
反
し
て
、

殷
初
の
年
代
が
古
く
か
ら
知
ら
れ
て
居
て
、
戦
国
時
代
に
製
作
さ
れ
た
暦
法
の
上
元
が
、
偶
然
に
も
太
甲
元
年
と
一
致
し
た
と

す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
極
め
て
奇
蹟
的
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
信
ず
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

漢
書
に
あ
る
殷
初
の
年
代
は
三
統
暦
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
　
　
そ
こ
で
更
に
飜
っ
て
、
漢
書
律
歴
志
に
引
用
し
た
伊
訓
の
文
に

あ
る
乙
丑
朔
は
三
統
暦
に
よ
っ
て
、
其
の
干
支
を
改
訂
し
た
も
の
で
は
な
く
、
真
に
古
代
か
ら
伝
来
し
た
も
の
と
見
做
し
て
、
孟

子
の
時
代
に
存
在
し
た
殷
暦
に
よ
っ
て
其
の
年
を
算
定
し
て
、
そ
れ
を
孟
子
以
前
一
千
二
百
余
歳
と
す
る
こ
と
が
出
来
た
か
否

か
を
検
査
す
れ
ば
、B

.C
.1681

を
得
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
孟
子
以
前
一
千
三
百
余
歳
と
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
故

に
孟
子
の
時
代
に
存
在
し
た
伊
訓
に
、
　も若　
し
干
支
が
記
さ
れ
て
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
甲
子
朔
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
の



13

で
あ
る
。
従
っ
て
漢
書
律
歴
志
に
引
用
し
た
伊
訓
の
文
が
、
三
統
暦
に
よ
っ
て
改
訂
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
疑
う
こ
と
が
出
来

な
い
の
で
あ
る
。

孟
子
は
殷
暦
を
信
じ
て
居
た
ら
し
い
　
　
孟
子
が
暦
の
正
確
な
こ
と
を
信
じ
て
居
た
と
見
る
べ
き
文
章
が
孟
子
の
離
婁
下
篇
に

あ
る
。
そ
れ
は
次
の
　ご

と如　
く
で
あ
る
。

天
之
高
也
、
星
辰
之
遠
也
、
苟
　求
二　
其
　
、
故
一　
千
歳
之
日
至
、
　可
二　
坐
而
　致
一　
也
。

こ
れ
は
冬
至
の
日
の
計
算
が
千
年
を
隔
て
て
も
亦
正
確
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
居
る
も
の
で
あ
る
。
此
の
考
え
方
に
よ
れ
ば
、孟

子
以
前
千
二
百
余
歳
の
太
甲
元
年
甲
子
朔
旦
冬
至
は
、
孟
子
に
取
っ
て
は
直
に
真
実
の
記
録
た
る
価
値
を
具
え
た
も
の
で
あ
っ

た
の
で
あ
る
。

書
経
に
あ
る
殷
初
の
暦
日
記
事
は
殷
暦
成
立
以
前
に
存
在
し
得
な
い
　
　
し
か
し
、
こ
こ
に
　な

お尚　
一
つ
の
考
う
べ
き
こ
と
が
あ
る
。

そ
れ
は
殷
初
の
年
代
が
孟
子
以
前
千
二
百
余
年
に
当
る
こ
と
は
古
く
か
ら
伝
え
ら
れ
た
真
正
の
智
識
で
あ
り
、
又
伊
訓
の
篇
も

同
様
に
古
く
か
ら
伝
え
ら
れ
た
真
正
の
記
録
で
あ
っ
て
、
伊
訓
に
記
さ
れ
た
干
支
が
太
甲
元
年
に
於
け
る
真
の
十
二
月
朔
を
示

し
て
居
た
の
を
、
何
人
か
が
戦
国
時
代
の
暦
法
か
ら
逆
算
し
て
　み

だ
り妄　に
改
訂
を
施
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　も若　
し
此
の
疑
問
の
　ご

と如　
く
、
戦
国
以
前
に
存
在
し
た
伊
訓
に
於
け
る
朔
の
干
支
が
本
来
真
実
の
記
録
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ

は
戦
国
時
代
に
新
暦
法
の
組
織
さ
れ
る
際
に
於
け
る
有
力
な
る
天
文
研
究
資
料
と
な
る
べ
き
も
の
で
、
単
に
新
暦
法
に
合
わ
な

い
と
い
う
理
由
の
み
を
以
て
　み

だ
り妄　に

改
訂
さ
る
べ
き
性
質
の
も
の
で
は
な
か
ろ
う
と
思
う
。
そ
れ
は
春
秋
の
朔
の
中
に
殷
暦
の
計

算
に
合
わ
な
い
も
の
が
保
存
さ
れ
て
居
る
の
と
同
一
で
あ
ろ
う
。
故
に
戦
国
時
代
に
於
て
伊
訓
の
干
支
を
改
訂
し
た
で
あ
ろ
う

と
い
う
疑
問
は
採
用
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
も
の
で
、
従
っ
て
又
此
の
伊
訓
と
関
係
あ
る
殷
初
の
年
代
を
ば
古
く
か
ら
伝
え
ら
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れ
た
真
正
の
智
識
と
認
め
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
あ
る
。

孟
子
に
あ
る
上
古
史
の
年
代
は
戦
国
時
代
に
作
ら
れ
た
も
の
　
　
上
述
の
理
由
に
よ
っ
て
、
殷
初
の
年
代
が
殷
暦
の
上
元
か
ら

導
か
れ
た
も
の
と
す
る
時
は
、
そ
れ
か
ら
五
百
余
年
を
溯
っ
た
と
こ
ろ
に
堯
舜
を
置
き
、
五
百
余
年
を
下
っ
た
と
こ
ろ
に
文
王

を
置
い
た
の
は
、
又
如
何
な
る
理
由
に
よ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
史
記
の
天
官
書
に
あ
る
次
の
記
載
を
参
考

す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

夫
天
運
三
十
歳
一
小
変
、
百
年
中
変
、
五。百。歳。大。変。、
三
大
変
一
紀
、
三
紀
而
大
備
、
此
其
大
数
也
。

此
の
文
に
あ
る
三
紀
は
即
ち
殷
暦
で
言
う
所
の
一
元
四
千
五
百
六
十
年
で
あ
り
、
一
紀
は
即
ち
同
じ
く
千
五
百
二
十
年
で
あ
る
。

千
五
百
二
十
年
の
間
に
三
大
変
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
五
百
余
年
に
し
て
一
大
変
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
五
百
歳
と
し
た
の
は

余
数
を
記
す
こ
と
を
省
略
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
戦
国
時
代
は
支
那
の
天
文
学
が
急
激
な
る
躍
進
を
成
し
た
時
で
あ
っ
て
、
天
官

書
に
あ
る
も
の
は
其
の
時
以
来
の
智
識
を
伝
え
て
居
る
の
で
あ
る
か
ら
、
五
百
余
歳
に
一
大
変
す
る
と
い
う
こ
と
も
ま
た
戦
国

時
代
か
ら
唱
え
ら
れ
て
居
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
孟
子
が
「
五
百
年
必
　有
二　
王
者
　興
一　
」
と
言
っ
た
の
は
此
の
天
文
学
の
智
識
と
連

絡
し
て
居
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
　し

か然　
ら
ば
堯
舜
か
ら
五
百
余
年
を
隔
て
て
殷
の
湯
王
が
出
た
の
は
一
大
変
で
あ
り
、
殷
の
湯

王
か
ら
五
百
余
年
を
隔
て
て
周
の
文
王
が
出
た
の
は
一
大
変
で
あ
り
、
周
の
文
王
か
ら
五
百
余
年
を
隔
て
て
孔
子
が
出
た
の
は

又
一
大
変
で
あ
る
。（
こ
れ
は
自
鳥
博
士
が
嘗
て
注
意
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
）。
故
に
孟
子
の
伝
え
た
上
古
の
年
代
は
　ひ

っ
き
ょ
う

畢
竟　
戦
国

時
代
の
天
文
学
に
よ
っ
て
始
め
て
定
め
ら
れ
た
も
の
と
言
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
何
故
に
上
元
の
と
こ
ろ
に
堯
舜
を
置
か

ず
し
て
殷
初
を
置
い
た
か
と
言
わ
ば
、
　も若　
し
上
元
に
堯
舜
を
置
け
ば
、
文
王
の
置
き
場
が
無
く
な
る
か
ら
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

文
王
か
ら
五
百
余
年
で
孔
子
と
な
っ
た
の
は
、
そ
れ
こ
そ
偶
然
の
暗
合
で
あ
っ
て
、
極
め
て
好
都
合
の
結
果
を
得
た
の
で
あ
る
。
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　し
か然　
る
と
き
は
堯
舜
の
年
代
を
孟
子
よ
り
以
前
一
千
七
百
余
年
即
ち
西
紀
前
二
千
余
年
の
と
こ
ろ
に
置
く
こ
と
は
、
戦
国
時
代
に

発
生
し
た
智
識
で
あ
っ
て
、
そ
れ
よ
り
以
前
に
於
て
如
何
な
る
年
代
の
観
念
が
あ
っ
た
か
は
全
然
知
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
で

あ
る
。

書
経
に
あ
る
堯
の
時
の
星
座
の
名
も
戦
国
時
代
の
天
象
を
記
し
た
も
の
　
　
書
経
の
堯
典
に
あ
る
春
分
秋
分
夏
至
冬
至
の
日
の

黄
昏
に
於
け
る
南
中
星
の
名
を
本
と
し
て
、
其
の
真
に
観
測
さ
れ
た
年
代
を
推
定
す
る
こ
と
は
唐
代
か
ら
始
ま
り
、
明
末
以
後

耶
蘇
教
僧
侶
等
が
支
那
に
渡
来
し
て
か
ら
、
又
西
洋
の
学
者
の
間
に
於
て
、
盛
に
研
究
せ
ら
れ
、
近
時
に
及
ん
で
は
、
我
国
の

学
者
間
の
問
題
と
も
な
っ
て
居
る
　

(

7)が　
、
自
分
が
嘗
て
研
究
し
た
結
果
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
支
那
天
文
学
の
成
立
時
代
即
ち
戦
国

時
代
（
西
紀
前
四
世
紀
の
初
頃
）
の
天
象
に
よ
っ
て
、
書
か
れ
て
居
る
も
の
で
あ
っ
て
、
孟
子
以
来
伝
承
さ
れ
て
居
る
所
の
堯

舜
の
時
代
の
天
象
に
は
、
符
合
し
な
い
も
の
で
あ
る
。
此
の
点
か
ら
見
て
も
、
書
経
の
中
に
戦
国
時
代
の
天
文
暦
法
に
本
づ
く

潤
色
が
多
く
含
ま
れ
て
居
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
書
経
の
堯
典
の
天
文
記
事
は
堯
舜
の
年
代
を
決
定
し
得
る
も

の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
堯
典
の
著
作
年
代
を
決
定
す
る
資
料
と
な
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

司
馬
遷
も
上
古
の
年
代
を
信
じ
な
い
　
　
司
馬
遷
が
史
記
の
三
代
世
表
の
序
に
於
い
て
上
古
の
年
代
の
信
ず
べ
か
ら
ざ
る
こ
と

を
論
じ
、
上
古
よ
り
周
の
中
世
に
至
る
ま
で
の
年
表
を
作
ら
ず
、
年
表
の
初
を
ば
共
和
元
年(B

.C
.841)

に
置
い
た
の
は
卓
見
と

い
う
べ
き
で
あ
る
。
司
馬
遷
が
太
史
で
あ
っ
た
こ
と
、
即
ち
天
文
暦
法
を
掌
る
と
こ
ろ
の
長
官
で
あ
っ
た
こ
と
は
上
古
史
の
年

代
の
批
判
に
つ
い
て
、
当
時
の
一
般
の
学
者
の
思
い
及
ば
な
か
っ
た
点
ま
で
を
も
深
く
覚
っ
て
居
た
の
で
あ
ろ
う
。

韓
非
子
に
あ
る
上
古
の
年
代
　
　
韓
非
子
は
先
秦
時
代
の
書
と
し
て
は
　ほ

と
ん殆　ど
其
の
最
後
に
出
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
中
（
顕
学

篇
）
に
堯
舜
夏
殷
周
の
年
代
に
関
す
る
異
説
が
あ
る
。
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孔
子
墨
子
、
倶
　道
二　
堯
　
、
舜
一　
而
取
舍
　不
レ　
同
、
皆
自
　謂
二　
真
堯
　
、
舜
一　
堯
舜
　不
二　
復
　
、
生
一　
　将
二　
誰
　使
一レ　
　定
二　
儒
墨
之
　誠
一　
乎
、
殷
周
七

百
余
歳
、
虞
夏
二
千
余
歳
、
而
　不
レ　
　能
レ　
　定
二　
儒
墨
之
　
、
真
一　
今
乃
　欲
レ　
　審
二　
堯
舜
之
道
於
三
千
歳
之
　
、
前
一　
意
者
其
　不
レ　
　可
レ　
必
乎
。

こ
れ
は
殷
代
と
周
代
と
を
合
せ
て
韓
非
子
の
時
代
に
至
る
ま
で
の
年
数
を
七
百
余
年
と
し
、
堯
舜
よ
り
夏
代
の
終
ま
で
の
年
数

を
二
千
余
年
と
し
た
も
の
と
解
せ
ら
れ
る
。
此
の
両
者
の
和
は
二
千
七
百
余
年
と
な
る
が
、
そ
れ
を
三
千
年
前
と
言
っ
た
の
は

其
の
概
数
を
取
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。（
　も若　
し
殷
周
七
百
余
歳
を
殷
周
各
七
百
余
歳
の
意
味
と
す
れ
ば
、
三
千
四
百
余
歳
以
前
と

な
る
。）
孟
子
の
言
か
ら
す
れ
ば
、
堯
舜
の
年
代
は
一
千
七
百
余
年
の
前
で
、
其
の
概
数
を
取
っ
て
も
二
千
年
前
で
あ
る
。
こ
こ

に
一
千
年
の
差
が
あ
る
。
此
の
　ご

と如　
き
異
説
が
あ
る
の
は
、
ま
た
先
秦
時
代
に
於
て
、
上
古
史
の
年
代
に
関
す
る
確
実
な
証
拠
が

全
く
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

竹
書
紀
年
に
あ
る
上
古
の
年
代
　
　
竹
書
紀
年
は
西
晋
の
武
帝
の
咸
寧
五
年(A

.D
.279)

に
河
南
省
の
汲
郡
に
あ
る
戦
国
時
代
の

魏
王
の
陵
を
、
不
準
と
い
う
も
の
が
盗
掘
し
た
時
に
出
た
と
伝
え
ら
れ
る
も
の
で
、
上
古
の
黄
帝
以
来
戦
国
時
代
の
魏
の
襄
王

の
二
十
年(B

.C
.299)

ま
で
の
こ
と
が
記
し
て
あ
る
が
、
現
存
の
書
は
南
宋
時
代
以
後
に
多
く
の
改
攙
を
施
し
た
も
の
で
、
周
の

武
王
が
殷
の
紂
王
を
滅
し
た
年
をB

.C
.1051

庚
寅
と
し
た
　ご

と如　
き
は
唐
の
一
行
が
其
の
自
ら
作
っ
た
大
衍
暦
に
よ
っ
て
書
経
の
暦

日
に
照
し
て
新
に
算
定
し
たB

.C
.1111

庚
寅
を
取
っ
て
、
そ
れ
を
六
十
年
誤
っ
て
記
入
し
た
も
の
で
あ
る
。（
此
の
六
十
年
誤
入

の
こ
と
は
嘗
て
新
城
博
士
の
注
意
せ
ら
れ
た
所
で
あ
る
。）
そ
れ
に
は
堯
の
即
位
の
年
をB

.C
.2145

丙
子
と
し
、
湯
王
の
元
年
を

B
.C
.1558

癸
亥
と
し
て
あ
る
が
、
以
上
の
理
由
に
よ
っ
て
容
易
に
信
ず
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
但
し
堯
の
元
年
が
丙
子
で
あ
る

こ
と
は
隋
書
経
籍
志
に
引
用
し
て
あ
る
か
ら
、此
の
干
支
は
宋
以
前
の
原
本
の
ま
ま
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
又
西
晋
の

当
時
の
も
の
が
仮
に
残
っ
て
居
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
果
し
て
そ
の
時
代
の
学
者
が
作
っ
た
も
の
を
発
掘
の
事
実
に
仮
託
し
た
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も
の
で
な
か
っ
た
か
否
か
を
断
言
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
よ
し
真
に
発
掘
さ
れ
た
と
し
て
も
、
其
の
際
或
る
添
加
が
行
わ
れ

た
も
の
で
な
か
っ
た
と
断
言
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
例
え
ば
年
の
干
支
の
　ご

と如　
き
は
明
か
に
此
の
際
に
於
て
附
加
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
又
今
の
本
に
は
魏
の
恵
王
の
六
年(B

.C
.364)

に
四
月
甲
寅
大
梁
遷
都
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
居
る
が
、
こ
れ
は
唐
時
代

に
存
し
た
原
本
（
史
記
の
索
隠
に
引
用
さ
れ
た
）
に
恵
王
九
年(B

.C
.361)

の
こ
と
と
し
て
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
史
記

に
よ
っ
て
戦
国
時
代
の
列
国
の
形
勢
を
考
え
れ
ば
、
此
の
遷
都
の
年
は
む
し
ろ
史
記
に
あ
る
　ご

と如　
く
恵
王
の
三
十
一
年(B

.C
.340)

と
し
た
方
が
適
当
で
あ
る
。
こ
れ
が
　も若　
し
西
晋
の
発
見
の
際
に
添
加
さ
れ
た
も
の
で
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
本
来
の
書
其
れ
自

身
が
戦
国
時
代
の
著
作
で
あ
る
こ
と
を
疑
わ
れ
る
材
料
と
な
る
の
で
あ
る
。
　も若　
し
又
、
仮
に
戦
国
の
著
作
と
す
る
も
、
そ
れ
が

　も若　
し
漢
代
に
伝
わ
っ
て
居
た
な
ら
ば
、
決
し
て
司
馬
遷
の
炯
眼
を
免
れ
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

現
行
の
上
古
史
紀
年
は
北
宋
時
代
の
皇
極
経
世
書
に
本
づ
く
　
　
現
行
の
年
表
は
、清
の
乾
隆
帝
の
御
批
歴
代
通
鑑
輯
覧
に
従
う

も
の
で
、帝
堯
の
即
位
の
年
をB
.C
.2357

甲
辰
の
年
に
当
て
て
あ
る
が
、こ
れ
は
北
宋
の
邵
雍
が
著
し
た
皇
極
経
世
書
を
本
と
し

た
も
の
で
あ
る
。
此
の
書
に
は
帝
堯
か
ら
宋
の
太
祖
即
位
の
前
年(A

.D
.959)

迄
の
年
表
が
記
さ
れ
て
あ
る
が
、
宋
代
以
来
の
史

家
が
多
く
此
の
書
の
紀
年
に
拠
っ
た
こ
と
か
ら
乾
隆
帝
の
批
定
を
経
て
遂
に
広
く
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
皇
極
経

世
書
は
極
め
て
独
断
的
の
も
の
で
、
其
の
組
織
は
、
宇
宙
の
変
化
を
陰
陽
の
消
長
に
よ
り
て
説
明
し
、
渾
沌
の
状
態
が
開
闢
し
て
、

天
地
が
生
成
し
、
万
物
が
発
育
し
、
更
に
復
び
渾
沌
の
状
態
に
還
る
ま
で
の
一
個
の
週
期
を
一
元
と
名
づ
け
、
此
の
　ご

と如　
き
週
期
が

無
限
に
繰
返
さ
れ
る
も
の
と
し
て
あ
る
。
此
の
一
元
の
年
数
を
十
二
万
九
千
六
百
と
す
る
。
こ
の
数
は
一
日
の
日
数
一
と
、一
年

の
月
数
十
二
と
、
一
月
の
日
数
三
十
と
、
一
年
の
日
数
三
百
六
十
と
の
相
乗
積
で
あ
る
。1×

12×
30×

360
=

360
2
=

129600

此
の
第
一
年
即
ち
上
元
の
年
に
干
支
を
附
し
て
甲
子
と
し
、
そ
れ
か
ら
年
を
逐
っ
て
干
支
を
附
す
る
。
そ
し
て
、
三
十
年
を
一
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世
と
し
、
十
二
世
を
一
運
と
し
、
三
十
運
を
一
会
と
し
、
十
二
会
を
一
元
と
す
る
。
故
に
二
世
六
十
年
に
し
て
干
支
は
初
に
復

す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
一
元
の
間
に
は
十
二
会
、
三
百
六
十
運
、
四
千
三
百
二
十
世
が
含
ま
れ
る
こ
と
と
な
る
。
そ
れ
か

ら
此
の
十
二
会
に
は
第
一
よ
り
順
次
に
易
の
六
十
四
卦
中
の
復

、
臨

、
泰

、
大
壮

、
夬

、
乾

、
姤

、

遯

、
否

、
観

、
剥

、
坤

を
配
当
す
る
。
こ
れ
は
漢
代
に
於
て
十
二
月
に
配
当
し
た
卦
と
同
一
で
あ
る
。
一

元
の
間
に
於
け
る
陰
陽
の
消
長
は
此
の
十
二
卦
の
形
象
に
よ
っ
て
明
か
に
示
さ
れ
る
。
其
の
中
央
に
あ
る
第
六
会
乾
卦
の
位
置

が
即
ち
陽
の
絶
頂
に
達
す
る
時
で
あ
る
。
堯
舜
の
時
代
は
此
の
乾
卦
の
時
代
の
終
の
方
に
在
る
も
の
と
せ
ら
れ
る
。
そ
こ
で
堯

の
即
位
の
元
年
を
上
元
以
来
六
万
四
千
六
百
六
十
一
年
甲
辰
に
置
く
。
甲
辰
と
定
め
た
の
は
占
星
術
的
の
理
由
か
ら
で
あ
ろ
う
。

其
の
理
由
は
恐
ら
く
は
十
干
の
初
の
甲
を
取
り
、
そ
れ
に
配
合
さ
れ
る
十
二
支
の
中
で
陽
の
極
に
最
も
近
い
と
こ
ろ
の
辰
を
取
っ

た
か
と
思
わ
れ
る
。
乾
卦
の
時
代
の
終
は
六
万
四
千
八
百
年
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
元
の
年
数
の
半
に
当
る
も
の
で
あ
る
。
陽
が

既
に
極
ま
っ
て
微
陰
が
下
に
生
ず
る
。
六
万
四
千
八
百
一
年
は
夏
の
禹
王
の
即
位
八
年
甲
子
で
あ
る
。
堯
の
在
位
年
数
は
七
十

二
年
と
せ
ら
れ
、
舜
の
在
位
年
数
は
六
十
一
年
と
せ
ら
れ
て
居
る
。
こ
れ
は
書
経
に
あ
る
堯
の
年
数
七
十
と
、
舜
の
年
数
五
十

と
を
標
準
と
し
て
、
任
意
の
添
加
を
行
っ
た
も
の
で
禹
王
の
初
年
を
第
七
会
姤
卦
の
時
代
の
初
に
合
せ
よ
う
と
し
た
努
力
で
あ

る
。
此
の
　ご

と如　
く
し
て
皇
極
経
世
書
の
紀
年
法
は
暦
と
易
と
の
奇
妙
な
る
配
合
か
ら
成
っ
て
居
る
の
で
あ
る
。
此
の
　ご

と如　
き
理
論
に

本
づ
い
て
占
星
術
的
に
推
定
さ
れ
た
堯
の
即
位
の
年
が
歴
史
的
価
値
に
於
て
全
然
缺
如
し
て
居
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
多
く
弁

ず
る
必
要
が
な
い
。
御
批
歴
代
通
鑑
輯
覧
に
至
っ
て
は
、
又
堯
以
前
の
年
数
を
も
掲
げ
て
、
伏
　

(

8)羲　
以
来
を
明
か
に
し
て
居
る
が
、

こ
れ
は
屋
上
更
に
屋
を
架
し
た
も
の
で
、
す
べ
て
信
ず
る
こ
と
の
出
来
な
い
も
の
で
あ
る
。

皇
極
経
世
書
に
あ
る
禹
の
年
代
と
現
行
の
も
の
と
の
異
同
　
　
皇
極
経
世
書
で
夏
の
禹
王
の
元
年
と
す
る
も
の
は
、B

.C
.2224
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丁
巳
で
あ
り
、
殷
の
湯
王
の
元
年
と
す
る
も
の
はB

.C
.1766

乙
未
で
あ
り
、（
此
の
乙
未
と
し
た
の
も
亦
占
星
術
的
の
理
由
か
ら

で
あ
ろ
う
。）
周
の
武
王
の
元
年
と
す
る
も
の
はB

.C
.1122

で
あ
る
。
御
批
歴
代
通
鑑
輯
覧
で
は
禹
王
元
年
をB

.C
.2205

丙
子

と
し
、
こ
れ
の
み
は
皇
極
経
世
書
に
依
っ
て
居
な
い
。

皇
極
経
世
書
と
印
度
の
暦
法
　
　
十
二
万
九
千
六
百
年
を
以
て
天
地
が
成
立
し
て
更
に
破
壊
す
る
ま
で
の
一
個
の
週
期
と
し
て
、

そ
れ
が
無
限
に
繰
返
さ
れ
る
も
の
と
す
る
の
は
、邵
雍
が
案
出
し
た
一
種
の
暦
法
で
あ
っ
て
、印
度
のM

ah
â
y
u
ga

と
称
す
る
暦

法
の
組
織
に
類
似
す
る
も
の
で
あ
る
。
其
の
用
い
る
所
の
数
もM

ah
â
y
u
ga

の
中
に
含
ま
れ
る
も
の
に
類
似
し
て
居
る
。M

ah
â

y
u
ga

の
一
元
は4320000
年
で
あ
り
、
皇
極
経
世
書
の
一
元
は4320

世
（
一
世
は
三
十
年
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
両
者
の
間
に
共

通
の
数
理
が
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
邵
雍
は
恐
ら
く
印
度
の
暦
学
の
影
響
を
受
け
て
居
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
皇
極
経

世
書
で
は
一
月
を
三
十
日
と
し
、
一
年
を
三
百
六
十
日
と
す
る
が
、
印
度
の
古
代
に
は
五
年
を
暦
法
上
の
一
個
の
週
期
と
す
る

Y
u
ga

が
行
わ
れ
て
そ
れ
に
四
種
の
月
が
あ
っ
た
。

I.
1

N
ak

sh
atra

月
=

27
2
1

6
7 日

,
　67月

=
1830日

=
5年

II.
1

C
h
an

d
ra

月
=

29
1
6

3
1 日

,

　62月
=

1830日
=

5年
III.

1
S
âvan

a
月

=
30日

,

　61月
=

1830日
=

5年
IV

.
1

S
ù
rya

月
=

30
12 日

,

　60月
=

1830日
=

5年
1

N
ak

sh
atra

年
=

27
2
1

6
7
×
12

=
327

5
1

6
7 日

1
C
h
an

d
ra

年
=

29
1
6

3
1
×
12

=
354

63
1 日



20

1
S
âvan

a
年

=
30

×
12

=
360

1
S
û
rya

年
=

30
12
×

12
=

356日

皇
極
経
世
書
の
も
の
は
第
三
のS

âvan
a

と
同
じ
も
の
を
用
い
て
居
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
此
の
書
で
は
ま
た
別
に
一
年
の
日

数
を
印
度
と
同
じ
く
三
百
六
十
六
日
と
も
数
え
て
居
る
。
三
百
六
十
六
日
は
堯
典
に
も
出
て
居
る
数
で
あ
る
が
、
し
か
し
此
等

の
諸
点
は
ま
た
印
度
の
暦
学
の
影
響
が
あ
る
こ
と
を
考
え
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
但
し
皇
極
経
世
書
に
は
閏
月
配
置
に
関
す
る

記
載
が
な
い
。
こ
れ
は
其
の
書
の
性
質
上
に
於
て
此
の
点
ま
で
詳
細
に
記
述
す
る
必
要
が
無
か
っ
た
為
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
恐

ら
く
はS

âvan
a

と
同
じ
く
五
年
毎
に
一
個
の
閏
月
を
置
く
こ
と
に
し
て
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
一
年
を
三
百
六
十
五
日
四

分
の
一
と
す
る
こ
と
は
支
那
の
上
古
か
ら
既
に
知
ら
れ
て
居
た
も
の
で
あ
り
。
又
後
世
に
及
ん
で
は
一
層
精
密
な
数
が
知
ら
れ

た
の
で
あ
る
か
ら
、
真
数
よ
り
一
日
の
四
分
の
三
以
上
を
超
過
す
る
と
こ
ろ
の
三
百
六
十
六
日
に
対
し
て
も
、
邵
雍
は
ま
た
時
々

何
等
か
の
調
節
を
行
う
と
こ
ろ
の
方
法
を
案
出
し
て
居
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
多
分
第
一
、
二
、
三
世
（
一
世
は
三
十
年
）
の

終
に
閏
月
を
置
か
ず
、
第
四
世
の
終
に
閏
月
を
置
き
、
此
の
　ご

と如　
く
し
て
四
世
づ
つ
を
一
期
と
し
て
そ
れ
を
繰
返
し
更
に
又
或
る

大
週
期
を
設
け
て
閏
月
の
加
滅
を
行
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

戦
国
時
代
以
前
の
上
古
史
年
数
は
信
憑
し
難
い
　
　
支
那
上
古
史
の
紀
年
に
於
て
、
周
の
初
ま
で
の
こ
と
は
、
戦
国
時
代
の
天

文
暦
法
か
ら
溯
っ
て
作
為
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
其
後
に
発
達
し
た
暦
法
の
影
響
を
受
け
て
　し

ば
し
ば

屡
　々
多
少
の
変
更
を
加

え
ら
れ
て
居
る
。
故
に
上
古
史
の
年
数
の
信
ず
べ
き
も
の
は
、
大
体
に
於
て
戦
国
時
代
か
ら
で
あ
る
。
史
記
で
は
既
に
上
古
の

紀
年
を
棄
て
て
春
秋
時
代
を
含
む
周
の
中
世
以
後
の
み
を
取
っ
て
い
る
が
、
孔
子
が
編
纂
し
た
と
称
せ
ら
れ
る
書
経
の
暦
日
記

事
に
戦
国
時
代
の
天
文
暦
法
の
影
響
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
同
じ
く
孔
子
の
著
述
と
称
せ
ら
れ
る
春
秋
の
紀
年
も
　な尚　
お
批
判
を
受
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く
べ
き
余
地
が
あ
る
の
を
免
れ
な
い
。（
　

(

9)春　
秋
に
つ
い
て
は
自
分
が
甞
て
論
じ
た
も
の
が
あ
る
。）
故
に
普
通
に
言
う
所
の
上
古

史
の
年
代
を
根
拠
と
し
て
支
那
文
化
の
発
達
を
論
じ
よ
う
と
す
る
の
は
　ほ

と
ん殆　ど

空
中
に
画
い
た
楼
閣
を
談
る
に
類
似
し
た
も
の
と

言
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
。

（
昭
和
八
年
八
月
市
村
博
士
古
稀
記
念
東
洋
史
論
叢
掲
載
）

註

(

1)

方
明
の
こ
と
は
儀
礼
の
観
礼
に
詳
に
記
し
て
あ
る
。
諸
侯
　観
二　
于
天
　
、
子
一　
　為
レ　
宮
方
三
百
歩
、
四
門
、
壇
十
有
二
尋
、
深
四
尺
、
　加
二　
方
明
于

其
　
、
上
一　
方
明
者
木
也
、
方
四
尺
。
　設
二　
六
　
、
色
一　
東
方
青
、
南
方
赤
、
西
方
白
、
北
方
黒
、
上
玄
、
下
黄
、
　設
二　
六
　
、
玉
一　
上
圭
、
下
璧
、
南
方
璋
、

西
方
琉
、
北
方
璜
、
東
方
珪
、（
中
略
）
天
子
　乗
レ　
龍
、
　載
二　
大
　
、
旂
一　
　象
二　
日
月
升
龍
降
　
、
龍
一　
出
　拝
二　
日
於
東
門
之
　
、
外
一　
反
　祀
二　
方
　
。
明
一　

(

2)

支
那
の
年
を
西
洋
の
年
に
移
し
て
考
え
る
時
に
、
自
分
は
い
つ
で
も
便
宜
上
か
ら
、
西
洋
の
年
の
終
に
あ
る
冬
至
を
翌
年
の
部
に
繰
入
れ
て
、

其
の
初
に
附
け
、
太
陰
暦
に
於
て
冬
至
を
含
ん
だ
月
を
其
の
年
の
第
一
月
と
し
て
居
る
。
故
にB

.C
.17

63

の
冬
至
と
言
う
と
き
は
、
其
の

実
西
洋
でB

.C
.1
76
4

の
年
末
に
あ
る
冬
至
を
指
す
の
で
あ
る
。

(

3)

新
城
新
蔵
博
士
著
東
洋
天
文
学
史
研
究
、
一
七
六
頁
。

(

4)

拙
著
、
支
那
暦
法
起
原
考
、
四
一
一
頁
。

(

5)

左
伝
に
「
商
祀
六
百
」
と
あ
る
の
は
之
に
連
絡
し
て
居
る
も
の
で
、
漢
代
に
成
立
し
た
智
識
で
あ
る
。

(

6)

易
緯
乾
鑿
度
に
は
、
殷
暦
に
よ
っ
て
周
初
の
年
代
を
算
定
し
て
あ
る
。
其
の
文
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

今
　入
二　
天
　元
一　
二
百
七
十
五
万
九
千
二
百
八
十
歳
、
昌
（
文
王
）
　以
二　
西
　伯
一　
　受
レ　
命
、
　入
二　
戊
午
　蔀
一　
二
十
九
年
、
　伐
二　
崇
　
、
侯
一　
　作
二　
霊
　
、
臺
一　

　改
二　
正
　
、
朔
一　
　布
二　
王
号
於
天
　
、
下
一　
　受
レ　
録
、
　応
二　
河
　
。
図
一　

殷
暦
の
天
元
はB
.C
.27

60
3
67

に
当
る
。
そ
れ
か
ら2

75
9280

を
経
過
し
た
次
の
年
はB

.C
.1087

と
な
る
。
こ
れ
は
殷
暦
戊
午
蔀
（
七
十

六
年
の
週
期
の
初
の
日
が
戊
午
に
当
る
も
の
）
に
入
る
こ
と
二
十
四
年
で
あ
っ
て
、
其
の
第
二
十
五
年
に
当
る
。
然
る
に
二
十
九
年
と
あ
る

の
は
、
ど
こ
か
に
誤
写
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。
史
記
の
周
本
紀
に
拠
れ
ば
、
文
王
は
受
命
の
後
十
年
に
崩
じ
、
其
の
翌
年
武
王
が
即
位
し
、
其

の
第
十
二
年
に
紂
を
滅
し
た
の
で
あ
る
。
試
み
に
此
の
年
数
をB

.C
.1087

に
連
結
す
れ
ば
、
紂
の
滅
亡
は
文
王
受
命
の
翌
年
か
ら
数
え
て

二
十
二
年
目
即
ちB

.C
.1
06
5

と
な
る
。
此
の
年
の
暦
日
を
殷
暦
に
よ
っ
て
計
算
す
れ
ば
、
本
文
に
述
べ
た
如
く
、
武
成
の
記
事
に
殆
ど
符

合
す
る
。
然
る
と
き
は
、「
入
戊
午
蔀
二
十
九
年
」
と
あ
る
の
は
、
蓋
し
「
二
十
四
年
」
の
誤
写
で
あ
ろ
う
。
後
漢
の
鄭
玄
は
こ
の
入
戊
午
蔀

二
十
九
年
を
以
て
文
王
受
命
後
五
年
に
当
る
も
の
と
解
し
て
居
る
。
然
る
と
き
は
受
命
は
入
戊
午
蔀
二
十
四
年
と
な
る
の
で
あ
る
。
漢
書
律

歴
志
に
は
「
文
王
受
命
九
年
而
崩
、
再
期
　在
二　
大
　祥
一　
而
　伐
レ　
紂
、
故
書
序
曰
、
惟
十
有
一
年
武
王
　伐
レ　
紂
、
太
誓
八
百
諸
侯
会
、
還
帰
二
年
乃
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遂
　伐
レ　
紂
　克
レ　
殷
、
　以
二　
箕
　子
一　
帰
、
十
三
年
也
、（
中
略
）
　自
二　
文
王
受
　命
一　
面
　至
レ　
此
十
三
年
。」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
史
記
と
全
く
異
っ
て
居

る
も
の
で
あ
る
。
呂
氏
春
秋
に
も
「（
武
王
）
立
十
二
年
而
　成
二　
甲
子
之
　事
一　
」
と
あ
っ
て
、
史
記
と
一
致
し
て
居
る
。
漢
書
律
歴
志
は
三
統

暦
と
連
絡
し
て
居
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
殷
暦
を
説
く
と
き
に
は
そ
れ
よ
り
古
い
史
記
、
呂
氏
春
秋
を
参
考
と
す
る
が
適
当
で
あ
る
。
自
分

は
嘗
て
支
那
暦
法
起
原
考
四
五
五
頁
に
於
て
、「
二
十
九
年
」
の
方
を
取
り
そ
れ
を
律
歴
志
に
結
合
し
て
、
克
殷
の
年
をB

.C
.1070

と
し
た

が
、
そ
れ
は
適
当
な
る
解
釈
で
は
な
か
っ
た
。

(

7)

拙
著
、
支
那
古
代
史
論
、
四
三
一
頁
。
支
那
暦
法
起
原
考
、
三
五
五
頁
。

(

8)

伏
羲
即
位B

.C
.4
47
8

神
農
即
位B

.C
.3218

黄
帝
即
位B
.C
.2698

少
昊
即
位B

.C
.2598

顓
頊
即
位B

.C
.2514

帝
嚳
即
位B

.C
.2436

。

(

9)

拙
著
、
支
那
古
代
史
論
、
三
七
八
頁
。
支
那
暦
法
起
原
考
、
五
二
一
頁
。

•

底
本
に
は
、
飯
島
忠
夫
著
『
支
那
古
代
史
と
天
文
学
』（
恒
星
社
、
一
九
三
九
〔
昭
和
十
四
〕
年
二
月
）
を
使
用
し
た
。

•

読
み
や
す
さ
の
た
め
に
、
旧
漢
字
は
新
漢
字
に
、
旧
か
な
は
新
か
な
に
変
更
し
、
適
宜
振
り
仮
名
を
つ
け
た
。
た
だ
し
、
一

部
の
漢
字
は
旧
漢
字
の
ま
ま
に
し
た
。

•
P
D
F

化
に
はL AT

E
X
2ε

で
タ
イ
プ
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
、d

v
ip
d
fm

x

を
使
用
し
た
。

科
学
の
古
典
文
献
の
電
子
図
書
館
「
科
学
図
書
館
」

h
t
t
p
:
/
/
f
o
m
a
l
h
a
u
t
.
w
e
b
.
i
n
f
o
s
e
e
k
.
c
o
.
j
p
/
s
c
i
e
n
c
e
l
i
b
.
h
t
m
l

「
科
学
図
書
館
」
に
新
し
く
収
録
し
た
文
献
の
案
内
、
そ
の
他
「
科
学
図
書
館
」
に
関
す
る
意
見
な
ど
は
、

「
科
学
図
書
館
掲
示
板
」

http://fomalhaut.web.infoseek.co.jp/sciencelib.html
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h
t
t
p
:
/
/
6
3
2
5
.
t
e
a
c
u
p
.
c
o
m
/
m
u
n
e
h
i
r
o
u
m
e
d
a
/
b
b
s

を
御
覧
い
た
だ
く
か
、
書
き
込
み
く
だ
さ
い
。

http://6325.teacup.com/munehiroumeda/bbs

